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資料館だより資料館だより ２０25.3.２５（年４回発行）

「人と環境を大切にする県東部広域拠点都市・沼津」

Vol.49 No.4（通巻２45号）

　水
みず

野
の

出
で

羽
わの

守
かみ

忠
ただ

友
とも

は初代沼津水野藩主、忠成はその養
よう

嗣
し

子
し

で２代沼津水野藩主です。
　それ以前、水野家は信

しな
濃
の

松
まつ

本
もと

水野藩７万石の大
だい

名
みょう

で
したが、享

きょう
保
ほ

１０年（１７２５）６代忠
ただ

恒
つね

が江戸城松
まつ

之
の

廊
ろう

下
か

で長
ちょう

府
ふ

藩
はん

世
せい

子
し

の毛
もう

利
り

師
もろ

就
なり

に切りかかるという刃
にん

傷
じょう

沙
ざ

汰
た

を起こして改
かい

易
えき

（松
まつ

本
もと

御
お

大
たい

変
へん

）になりました。
　水野家は家康の母、於

お
大
だい

の方の生
せい

家
か
という名

めい
門
もん

の家
か

系
けい

であったため、忠恒の叔
お

父
じ

にあたる忠
ただ

穀
よし

に家
か

督
とく

相
そう

続
ぞく

が
認められ、７千石の大

だい
身
しん

旗
はた

本
もと

として名
みょう

跡
せき

は保たれまし
たが大名の身分は剥

はく
奪
だつ

されてしまいました。その忠穀
の嫡

ちゃく
男
なん

が忠友です。
　忠友は、将軍家

いえ
治
はる

等の信
しん

任
にん

を得て登
とう

用
よう

され、明
めい

和
わ

５年
（１７６８）には１万３千石の大名となり、安

あん
永
えい

６年（１７７７）に
は２万石に加

か
増
ぞう

、沼津に転
てん

封
ぽう

となりました。老
ろう

中
じゅう

田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

の重商主義を支えるとともに、嗣
し

子
し

がなかったため、娘
の八

や
重
え

に意次の４男金
きん

弥
や

を迎えて養嗣子忠
ただ

徳
のり

とします。
　水野家の記録である『御

お
代
だい

々
だい

略
りゃく

記
き

』には、「安永二

年四月十五日　忠友公御男子不被為在候付田沼主殿頭
様次男田代金弥様、後中

なか
務
つか

少
さの

輔
しょう

忠徳公、御聟
むこ

養
よう

子
し

被成
御二女八重姫様江御縁組被成度旨御願之通被為蒙仰
候、但金弥様今日より若殿様与奉称候事、尤御引移者
安永六酉年十二月也、夫より後十ヶ年目、天明六午年
御離縁ニ相成」とあります。
　田

た
沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

が長男意
おき

知
とも

の暗
あん

殺
さつ

後の天
てん

明
めい

６年（１７８６）に
失
しっ

脚
きゃく

すると急ぎ忠徳を離
り

縁
えん

、廃
はい

嫡
ちゃく

とし、代わりに分家
の旗本水野忠成を養嗣子としましたが、老

ろう
中
じゅう

松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

の指示で老中を罷
ひ

免
めん

されます。
　それでも、忠友は１０年後の松平定信の失脚後、老中
復
ふっ

帰
つ

を果たします。継いだ忠成も家
いえ

斉
なり

の信
しん

任
にん

を得て老中
筆
ひっ

頭
とう

まで出
しゅ

世
せ

し、田沼時代の再
さい

来
らい

といわれる施策を主
導し「水の出て元の田沼になりにけり」とも評されています。
　その一方で離

り
縁
えん

された忠徳（田沼家に戻り意
おき

正
まさ

）を
移
い

封
ほう

先の陸
む

奥
つ

下
しも

村
むら

から旧領の相
さが

良
ら

１万石に復帰させる
のに尽

じん
力
りょく

したと伝えられます。
　この資料は、忠友と忠成の描いた馬の画を一

いっ
幅
ぷく

の掛
軸に仕立てたものです。

忠
ただ
友
とも
（水野出羽守忠友）筆・沼津侍従忠成（水野忠

ただ
成
あきら
）筆

馬図
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写真：真鶴出漁の頃に使用していた川口組の第五長
　　　宝丸と第七長宝丸（1964 年頃）
　　　川口洋司氏写真提供

図：獅子浜を中心とした周辺図

駿河湾の漁
　　　　　　川口　洋司さんの漁話
川口組の真

まな

鶴
づる

出漁

　大正時代末～アジア・太平洋戦争前にかけて静浦地
区志

し
下
げ

の網組は駿河湾を離れて紀伊地方に出漁してマ
グロを捕っていました。また、我

が
入
にゅう

道
どう

地区の網組は、
アジア・太平洋戦争後、サバ釣漁を行うために駿河湾
内だけではなく北は東北地方から南は韓国の済

チェ
州
ジュ

島ま
で出漁しており、サバがいるところを求めて日本を超
えて駆け巡っていました。一方で、川口さんが住む静
浦地区獅

し
子
し

浜
はま

の網組は駿河湾周辺で船
ふな

曳
びき

網漁や巾
きん

着
ちゃく

網
漁を行うことがほとんどでした。
　川口さんが所属していた川口組では早くから発動機
船を導入していたため、石

せ
花
の

海
うみ

（石花海の詳細は資料
館だより２３４号参照）のような少し離れたところまで
出漁していましたが、それでも駿河湾内であることに
は変わりはなく、川口組で行っていた漁のほとんどは
日帰りによる漁でした。日をまたいで焼津港や下田港
へ寄港して漁を行っていたこともありますが、長くて
も２日程度の逗

とう
留
りゅう

でした。例えば、伊豆七島周辺での
カツオ・マグロ巾着網漁では、下田港で１泊し、魚が
捕れた時点で沼津港へ戻って水揚げをしていました。
２日を超えての逗留は乗組員から不満が出てしまいそ
れ以上の逗留はできませんでした。
　今から６０年ほど前、川口さんが川口組に入る前の高
校生だった頃、川口組が神奈川県の真鶴港を基地とし
て１か月ぐらい寝泊りをしながら伊豆半島の東、相

さが
模
み

湾でカツオやマグロを捕る巾着網を行っていたことが
ありました。それは相模湾側でカツオ釣りの生

いき
餌
え

とな
るイワシの生

いけ
簀
す

を曳
ひ

く手伝いをしていた知り合いの漁
師から相模湾でマグロを多く見かけるという情報を得
たことがきっかけでした。当時はカツオやマグロを捕
るような網漁を行う船が相模湾側に少なかったため、
相模湾で漁を行えば多くの漁獲を望めました。神奈川
県で漁を行う許可を取ることができましたが、最大の
問題は数日の逗留を伴う出漁でも不満を漏らす乗組員
たちを１か月ほどの滞在を伴う相模湾へいかに連れて
いくかでした。３家あるツモト（網組を設立した時に
中心となって出資した家）の一つである川口さんの父
が乗組員を説得してなんとか真鶴港を基地としてカツ
オ・マグロ巾着網漁を行うことになりました。相模湾
で漁を行うにあたって、川口さんの父親はひとり箱根
神社へ向かい、川口組の操業の無事と大漁の祈願を行
うほど、相模湾での漁に思いが込められていました。
８月～９月にかけての１か月、毎朝、真鶴港から出漁
し、漁が終わればまた真鶴港へ帰港するという生活が
続きます。真鶴港では陸にあがって旅館に宿泊するわ

けではなく、港に停泊した川口組の長
ちょう

宝
ほう

丸の船内での
寝泊りです。食事も船内の調理場で調理された食事を
船内で食べます。１か月間の相模湾での操業成績は悪
くはありませんでしたが、やはり乗組員から不満が大
きく、３年で相模湾での出漁を取りやめることになり
ました。
　駿河湾を離れての漁に対する乗組員の不満は川口組
だけに限らず、他の網組でもありました。沼津近海で小
型のイワシが捕れなくなった昭和５０年代初め、それを原
料として煮干しを作っていた静浦地区の煮干し製造業
者が北陸地方へ転出して煮干しを製造していました。こ
の煮干し製造業者が静浦地区の網組を北陸へ呼んで小
型のイワシを捕らせようとしましたが、やはり北陸まで
行くことを嫌がり断念せざるを得ませんでした。
　川口組の乗組員が駿河湾から離れたがらない最大の
理由は、わざわざ遠くへ出漁しなくても駿河湾内の漁
で十分な漁獲を得ることができたという点です。川口
さんが川口組に入った当時、静浦地区には大小多数の
網組が各集落に存在していました。それだけ多くの漁
師たちの生活を支えられるほど当時の駿河湾は海洋資
源が豊富だったことを物語っています。

（話：川口洋司氏 昭和１７年生まれ 沼津市獅子浜在住）

焼津港 駿河湾

下田港

獅子浜
沼津港

真鶴港 相模湾

伊豆大島石花海
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前
まえ

原
はら

の行
み

幸
ゆき

橋
ばし

旧
きゅう

牛
うし

臥
ぶせ

御
み

幸
ゆき

橋
ばし

の銘板石

牛
うし

臥
ぶせ

の旧
きゅう

御
み

幸
ゆき

橋
ばし

皇室ゆかりの地探訪１　２つの「みゆき橋」
　昭和１３年（１９３８）冨

と
山
ざん

房
ぼう

刊行の『皇室辞典』によれば、
「御

み
幸
ゆき

」とは「行
ぎょう

幸
こう

」とともに天皇の外出に用いられ
る用語であり、皇

こう
后
ごう

、皇
こう

太
たい

后
ごう

や皇
こう

太
たい

子
し

の場合は「行
ぎょう

啓
けい

」、
それ以外の皇族の場合は「御

お
成
なり

」の用語が用いられる
とあります。市内には御用邸があったことから皇族の
来訪に因

ちな
んでつけられた名称がいくつか見られます。

　地名としては，上香貫の「御
み

幸
ゆき

町
ちょう

」があります。も
ともと狩野川左岸のこの辺りは菜

さい
園
えん

場
ば

と呼ばれていま
したが、昭和４年（１９２９）５月に右岸の三枚橋とを結
ぶ橋（三

み
園
その

橋
ばし

）が新たに架
か

けられたため、それを機会
にそれぞれの地名から一字をとった三

み
園
その

町
ちょう

と改称さ
れ、さらにその北側の一部が昭和５年５・６月の昭和
天皇の静岡県下巡

じゅん
幸
こう

の際、東部県民奉
ほう

拝
はい

場
じょう

となった第
四尋

じん
常
じょう

高等小学校への行幸を記念して、御幸町と改称
したとされています。この時、三枚橋の沼津繭

まゆ
市
いち

場
ば

に
もお成

な
りになり、その往復に三園橋を通

つう
輦
れん

したため名
誉ある橋と『沼津市誌（全）』には記されています。
　また、橋

きょう
梁
りょう

の名称では、港
みなと

橋
ばし

の架
かけ

替
がえ

により、明治４５
年（１９１２）７月に開通し、大正元年に改称された「御

お

成
なり

橋
ばし

」があります。沼津駅から御用邸に行き来する皇
族や皇室関係者など高

こう
貴
き

な人たちが必ず渡る橋であ
り、御用邸へ向かう通称御成道につながる橋であるこ
とからこの名称がつけられたとされています。

　御成橋の下流に明治１５年（１８８９）に架けられた入
いり

船
ふね

橋
ばし

は、明治３３年（１９００）の架
か

け替
か

えの際に、ご成
せい

婚
こん

直後
の皇太子と皇太子妃が渡

わた
り初

ぞ
めを行い、その栄

えい
誉
よ

を永
えい

代
だい

に伝えるために永
えい

代
たい

橋
ばし

と命名したとも伝えられます。
　このほかに２つの「みゆき橋」があります。１つは
牛
うし

臥
ぶせ

の塚
つか

田
だ

川（浜
はま

水
すい

門
もん

川）の河口の浜水門に隣接して
牛臥往

おう
還
かん

に架けられたコンクリート製の桁
けた

橋
はし

です。令
和３年３月に新たな橋に架け替えられましたが、以前
の橋の銘

めい
石
せき

板
ばん

には「御幸橋」「みゆきはし」「濱水門川」
「昭和十年十一月竣功」（１９３５）とありました。
　この橋の架橋以前にも水門の上を通ることができた
ようで、同じ橋かどうかは不明ですが『昭

しょう
和
わ

天
てん

皇
のう

実
じつ

録
ろく

』
には明治４０年（１９０７）に「御幸橋」の記載が見られます。
　皇孫の養育に当たった川

かわ
村
むら

義
すみ

純
よし

の別荘や後の西付属
邸に滞在した三皇

こう
孫
そん

殿下は御
ご

運
うん

動
どう

と称する散歩や御
お

成
なり

と
称する三

み
島
しま

館
かん

などへの外出の際にここを通行していまし
た。皇

こう
后
ごう

時代の明治３９年から長期間本邸に滞在し、大
正３年（１９１４）４月にここで崩

ほう
御
ぎょ

された昭
しょう

憲
けん

皇
こう

太
たい

后
ごう

もここ
を通って我入道の松原などで摘

つみ
草
くさ

などをされていました。
明治天皇がこの地に行幸した記録はないので、皇后の場
合も御幸の用語が使われたとも考えられます。新たに架
設されたとすると、御幸町の命名と同じく、昭和天皇の
静岡県下巡幸に際し沼津御用邸に滞在された、昭和５年
５月の通行に因

ちな
むものである可能性が高いと思われます。

　もう１つのみゆき橋は下香貫前
まえ

原
はら

の新
しん

川
かわ

（新堀・浜水
門都市下水路）とバス通り（沼津四日町往還）の交差す
る位置の「行幸橋」です。幅員約５．８ｍ、長さ約６．８ｍの
コンクリート製桁橋の欄

らん
干
かん

の親
おや

柱
ばしら

には「行幸橋」「みゆき
はし」「昭和四年五月竣

しゅん
功
こう

」（１９２９）と刻
きざ

まれています。
昭和４年以前に天皇として行幸の際にこの橋を渡ったとす
ると大正天皇と昭和天皇ということになりますが、昭和天
皇の昭和２年９月の行幸は特別演習視察の宿舎として２日
間の滞在でしたので、ご避寒のために毎年冬季に長期間
滞在された大正天皇の行幸に因むものと考えられます。
　同じ川の上下流に架けられた２つのみゆき橋の存在は
皇室を敬愛する当時の人々の心を今に伝えてくれます。



4

資料館からのお知らせ
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　本年度第２回の歴民講座を１月１８日に市立図書館視
聴覚ホールを会場に開催しました。
　甲斐武田氏の研究家の平

ひら
山
やま

優
ゆう

さんを講師に戦国期の
市内根

ね
古
ご

屋
や

の興
こう

国
こく

寺
じ

城
じょう

の城
じょう

代
だい

として河
か

東
とう

地域の武田氏
支配の中核を担

にな
った曽

そ
根
ね

昌
まさ

世
ただ

についてお話をいただき
ました。
　近年新たな資料が発見されたことにより、その経歴
についての補完ができたそうです。

　開館５０周年を記念する特別展「れきみんのおたから」
展を３月３０日まで開催しています。
　今回は絵画などの彩色資料の保全のために、会期を
２期に分けて展示しています。
　後期は新しい時期の版画や絵画に入れ替えていま
す。収蔵庫に保存されたままで、なかなか公開する機
会がない貴重な資料ですのでぜひともご高覧下さい。

歴民講座の講演の様子

　絵葉書の写真は牛
うし

臥
ぶせ

の浜
はま

水
すい

門
もん

近くから志
し

下
げ

や鷲
わし

頭
ず

山
さん

の方向を望んだものです。葉
は

書
がき

の宛
あて

名
な

面から大正７年
（１９１８）から昭和８年（１９３３）にかけて使用されたと
考えられるものです。
　写真の中央は東京府立第一中学校（日

ひ
比
び

谷
や

高校の前
身）の水泳場として使われた牛

うし
臥
ぶせ

桃
とう

郷
ごう

海水浴場です。
その後方、松林の下に石垣に囲まれた大きな建物が見

えています。前面の石垣は西付属邸の方向に延びてい
るようですが、繋

つな
がってはおらず、少し隙

すき
間
ま

がありま
す。石垣の右端が本邸との境のようです。西付属邸前
の石垣には海岸への出入口が設けられています。
　大正１１年（１９２２）の「沼津御用邸総図」にはこの位
置に「附

ふ
属
ぞく

家
や

」と記入された建物が描
えが

かれています。
　また、宮内庁の「沼津御用邸写真帳」には「西付属
邸西海岸本

ほん
邸
てい

附
ふ

属
ぞく

建
たて

物
もの

」として石垣の上に建てられた
スレート葺

ぶ
きと見られる洋風と瓦

かわら
葺
ぶ

きの和風の２棟の
平屋の建物が写されています。単独の別荘建築のよう
に見えますが、後の敷地図では建物敷地は、西付属邸
の石

いし
塀
べい

の中に組み込まれており、建物は描かれていま
せん。
　『昭和天皇実録』明治３７年３月２３日の項には裕

ひろ
仁
ひと

親
しん

王
のう

が「従
じゅう

一
いち

位
い

中
なか

山
やま

慶
けい

子
こ

御宿泊所（沼津御用邸付属邸建
物）」にお成

な
りになった記事があり、これに相当する

ようですが、東付属邸も「附属建物」と呼ばれていた
ともあり、混同している可能性もあります。明治４０年

（１９０７）に没した従一位中山慶子（明治天皇の実母）
のための宿舎であったようですが、短期間のようで、
その後の記録には、東付属邸に滞在したとあります。

『一枚の絵葉書から』

絵葉書　沼津牛臥東京府立第一中学校水泳場と
　　　　沼津御用邸遠望（永井印刷所製）


